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本書は「今後の新興国での現地経営に際しては，
各国の経済社会の特性や動向を的確に把握し，現地
と共生する人事労務管理システム・労使関係を構築す
ることが求められる」との問題意識のもと，新興国に
おける経営や人事労務管理について論じたものである。

なぜ，日本企業は新興国で成功できないのか。な
ぜ，台湾，韓国の多国籍企業に後れを取ってしまった
のか。本書はこれについて，「輸出志向の完全所有子
会社（オフショア戦略）が，新興国（国内）市場への
関心を薄める結果をもたらした」と指摘し，今後の日
本企業は，新興国を市場とみなす内需型のグローバル

戦略への転換が必要であるとしている。そしてこの内
需型のグローバル戦略を実行するためには「優れた現
地経営」，特に人事労務管理の安定性が求められると
している。

本書は，２部構成となっている。第１部は「理論・
実証研究編」として，ベトナム，インドネシア，インド，
バングラデシュ，ブラジルの５カ国における労使関係
の特質や課題に関して理論的実証的に考察を行って
いる。第２部は「事例研究編」として，「新興国経営
研究会」（国際経済労働研究所）における講演を再現
する形で，７つの事例がまとめられている。

本書の面白いところは，現地国での経済環境や労
働環境が激しく変化していくなか，労使関係にも変化
が求められ，それに対して日系企業や駐在員が奮闘
する様がリアルに描かれていることである。特に第２
部では，新興国での経営について当事者がその経験
を語っており，研究者の知見によって整理された資料
とは異なる生の迫力がある。こうした生の体験の記録
は，社内での共有にとどまらず，日本の産業界の知
識財産として企業の枠を超えて広く共有されることに
より，今後の産業界の発展に寄与するものである。本
書はこの点で非常に貴重な資料を提供してくれている。

また，「理論・実証研究編」，「事例研究編」の双方
を読みながら分かることは，新興国の市場が多様だと
いうことである。本書では，欧米市場という「世界共
通のグローバル市場」を想定してきた日本企業が市場
に対する見方を変える必要があることを論じているが，
このことはそれぞれの国によって政治，経済，文化，
社会，といったあらゆる側面で違いがあるという国際
ビジネスの基本に立ち返る必要性を思い出させてくれ
る。

一方で，本書で取り上げられた事例は，業種面で
多様性があり，示唆に富む部分も多いが，やや統一
感に欠けた印象を持つ。また「理論・実証研究編」
では，各国の事情の解説に留まっている部分もあるこ
とから，研究書としてはやや物足りなさを感じる。

しかしながら，本書は新興国での経営の実態を知
ることのできる第一級の研究資料を提供してくれてお
り，今後，新興国へ進出を考えている日本企業にとっ
ては一読すべき書だといえよう。

（もり	たつお）


